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オーラルセッション ― 報告概要
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I. はじめに
わが国でマーケティングの研究や実務に幸福やウェル

ビーイング（well-being: 以下，WBと表記）を取り入れよう
とする場合，北米を中心とした心理学や消費者行動研究
の「科学的知見」を翻訳して利用する場合が多いのでは
ないだろうか。しかしながら，例えば東洋においては，近代
合理主義に基づく科学的アプローチから捨象される，孔子
の説く五常（仁，義，礼，智，信）や仏陀の説く解脱，無我な
どから得られるWBの側面も存在する。そこで本研究では，
近代合理主義から捨象されたWBの側面とその側面に関
わる消費の側面を取り入れた新たなWBの測定尺度を提
案し，わが国のマーケティングにおけるWB 把握への異なる
視座を提供することを目指す。

II. 先行研究と概念モデルの設定
本研究では，幸福感を主観的に評価する主観的ウェル

ビーイング（subjective-well-being: 以下，SWBと表記）
の視点から尺度開発を行う。心理学では，SWBの視点か
ら尺度開発が行われ，SWBの測定可能性が実証されてき
た。しかしながらそのほとんどが北米など西洋圏での研究
であり，日本におけるWB 研究は，その尺度を翻訳利用した
ものが多い。そこで，仏教における自然（じねん）の概念を
援用し，非近代合理主義的な側面のWBについて検討し
た。

また，非近代合理主義的な側面に関わる消費の側面に

ついて，プロテスタント的消費の概念（川口，2018），なら
びにブリコラージュ（bricolage）概 念（Lévi-Strauss，
1962/1976）を手がかりに，新たなWB 概念モデルを構築し
た。

構築した概念モデルでは，消費における非西洋近代的な
WBのあり方としてブリコラージュとセレンディピティという2
つの側面，ならびに消費における西洋近代的なWBのあり
方としてエンジニアリングとリーンという2つ側面を識別した。

III. 実証分析
構築した概念モデルに基づき測定尺度の開発を行った。

開発した尺度には「消費における主観的ウェルビーイング
の四類型尺度」と名付けた。本研究が実証的な方法で尺
度開発を行った以上，近代合理主義の枠組みから本研究
は自由ではない。しかしその中においても，非近代合理主
義的なWBの側面を把握することができたと考えられる。

IV. おわりに
提案された尺度を実務的に活用することにより，わが国の

消費とWBの関連について，西洋的な既存尺度ではつか
めなかった新たな発見を提供できる可能性がある。例えば，
自社製品の顧客価値がいかなるWBの側面と関連してい
るのかを把握することができる。理論的には，西洋近代合
理主義に基づくWB 測定尺度が主流を占める中，消費側
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面を含む非西洋近代合理主義的なWB 尺度を提案した点
において，マーケティングと幸福に関わる研究に新たな視座
を提供できたものと考えられる。
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